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調べてみると捕らえたの

はシオヤアブで捕らえら

れたのはコガタスズメバ

チでした。凶暴で有名な

スズメバチでもこのよう

に捕らえられることがあ

るのですね。虫たちの生

活のひとコマでした。

セミの抜け殻調査活動
今年加えた自主活動日 (7 月 30 日）は例会の 1 6 日が雨で活動できなかったので、毎年 7月に行なっているセミの抜け殻調査をしました。

アブラゼミが多く、次いでミンミンゼミ、ツクックボウシも。アブラゼミとミンミンゼミの区別は触角と前足で見分けられます。
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たいてい葉の裏に付いて

います。

←ツクックボウシの抜け

殻。アブラゼミより小さ
く、毎年数は少ない。

抜け殻での見分け労

―ンミンゼミ アブラゼミ

↑ミンミンゼミの触角。 ↑アブラゼミの触角。
付け根から三番目の節から先

が細くなっています。
←付け根から三番目の節が長く

なっています。
→ミンミンゼミの前足。

ツメがアブラゼミより開い
ていません。

いるいろな虫た

前足のツメ

園内にはいろいろな虫たちが暮らしてい

ます。初夏は虫たちの季節。池にはトンボ

のなかまがいました。オオスカシバはクチ
ナシの新芽に卵を産んで行きました。ニラ

ムシは成虫のコニワハンミョウに変身。カ
メムシのなかまも見つかリました。

←アブラゼミの前足。
ツメがミンミンよリ開いてい
ます。

↑木の葉を食い荒らしたのはケムシではなく、アオドウガネでした。 ↑オオスカシバの卵 ↑コニワハンミョウ ↑カメムシのなかま

制作：経堂五丁目特別保護区ボランティア活動 (2015 年 7 • 8 月制作）
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